
認定NPO法人DPI日本会議　　議長　平野　みどり
神奈川県立の障害者施設「津久井やまゆり園」での障害者殺傷事件から１年半が過ぎようとしています。この事件で命を奪われたり傷を負わされた被害者は言うまでもなく、私たち当事者に与えた衝撃と苦痛は癒えることはありません。獄中の犯人はマスコミとのやり取りの中、未だに自分の行った殺戮を正当化し続けており、この事件を生み出した社会の病巣の根深さを改めて思いしらされます。「殺されていい命なんてない！」「多様性を尊ぶ社会こそ、真に力強いインクルーシブ社会である」ことを発信し続ける責任を痛感するものです。

今年のDPI障害者政策討論集会では、障害当事者であり研究者である熊谷晋一郎さんの基調報告を基に、現地神奈川県の当事者の皆さんやDPI日本会議メンバーとともに、相模原事件の背景にある優生思想に立ち向かう我々の覚悟と方策について、議論していきたいと思います。

また、日本が提出した国連障害者権利条約への政府報告書に対して、私たちは他の障害者団体と一緒に、これからパラレルレポートを作成していくことになります。政府報告には表れていない日本の現状を明らかにし、国連からの有効な政府への勧告を引き出していかなければなりません。本集会を、そのための提案や情報交換の機会としていただきたいと思います。

　一方、政策委員会では、第4次障害者基本計画の議論がスタートしています。今後の都道府県や市区町村での障害者施策に具体的に反映される議論です。障害者権利条約批准後であり、障害者差別解消法制定後であり、当然ながらそれらを踏まえた計画でなくてはなりませんが、財政負担を理由に、本来必要な施策やサービスなどが矮小化されていく危険性も感じるところです。今後とも政策委員会への提言や監視を強めていき、全国規模での運動の連帯を図っていく必要があります。そのためのスタートとしていただきたいと思います。

二日目の分科会は、1）地域生活、2)雇用労働、3)障害女性、4)国際協力を計画しております。

さて、この趣意書を準備している中、解散総選挙と新党の動きなどが連日報道されています。解散で、心配されていた精神保健福祉法改正案は廃案になり幸いでしたが、あらたな議会によって再び浮上することは考えられます。これからどんな政治状況になっても、障害者運動においては、これまで培ってきた手法や戦略を丁寧に続けていき、インクルーシブ社会の構築に力を注いでまいりましょう。

暮れのお忙しい時期ではありますが、全国各地から多くの仲間の皆さんや支援者、研究者の皆さんが参加していただけることを心から期待しております。
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全てのいのちと尊厳が守られる社会に　　　　　　　　








